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崇
神
天
皇
が
｢
は
つ
く
に
し
ら
す
す
め
ら
み
こ
と｣
と
称
え
ら
れ
た
の
は
、『
日
本
書
紀』
(
以
下
『
書
紀』)
よ
り
も
前
に
構
想
さ
れ
た
｢
天
武
書
紀｣
の
段
階
で
の
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、『
書
紀』
完
成
(
７
２
０
年)
よ
り
も
30
年
も
前
、
６
９
２
年
に
は
、
持
統
天
皇
に
よ
っ
て
、
皇
祖
霊
の
再
生
祭
を
意
味
し
た
第
１
回
の
遷
宮
は
、
既
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
遷
宮
祭
が
、
今
に
続
く
外
宮
の
遷
宮
で
あ
り
、『
書
紀』
が
設
定
し
た
内
宮
の
遷
宮
よ
り
も
、
そ
ち
ら
の
方
が
歴
史
的
に
古
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
前
章
に
述
べ
て
き
ま
し
た
。
さ
て
、
外
宮
の
第
１
回
遷
宮
は
、
天
武
即
位
年
(
６
７
３)
か
ら
数
え
て
一
九
年
後
の
６
９
２
年
で
し
た
。
遷
宮
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
遷
宮
の
対
象
と
な
る
古
い
神
の
宮
が
あ
っ
た
筈
で
す
。
本
当
に
６
７
３
年
、
壬
申
の
乱
の
翌
年
で
す
が
、
伊
勢
に
そ
の
神
の
宮
が
創
祀
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
天
武
は
、
壬
申
の
乱
に
勝
利
し
た
後
に
、
何
ら
か
の
形
で
、
皇
祖
神
へ
の
感
謝
を
表
し
た
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
神
へ
の
感
謝
は
、
勝
利
の
直
後
に
な
さ
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
思
っ
て
、
古
い
記
録
を
見
て
い
ま
す
と
、『
大
神
宮
諸
雑
事
記』
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。
天
武
天
皇
は
壬
申
の
乱
の
年
、
大
伴
(
大
友)
皇
子
の
謀
反
の
時
に
、
伊
勢
太
神
宮
に
祈
願
し
、
乱
に
勝
利
し
た
、
そ
こ
で
皇
女
を
御み
杖つえ
代しろ
と
し
て
、
奉
仕
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
二
年
九
月
一
七
日
に
天
皇
が
伊
勢
に
参
詣
し
た
。
天
武
二
年
、
つ
ま
り
天
武
即
位
年
に
、
天
武
が
伊
勢
に
参
詣
し
た
と
あ
る
記
述
に
は
注
意
し
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
参
詣
に
関
し
て
は
、
或
本
と
し
て
、｢
天
皇
が
参
着
し
た｣
、
ま
た
別
の
或
本
と
し
て
、
｢
飯
高
郡
か
ら
望
拝
し
た｣
と
書
き
加
え
て
い
ま
す
。
望
拝
と
あ
る
の
で
、
壬
申
の
乱
の
時
の
朝
明
郡
か
ら
の
望
拝
と
の
混
同
か
と
疑
う
の
で
す
が
、
こ
れ
は
、
飯
高
郡
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
壬
申
の
乱
の
時
の
望
拝
と
の
混
同
で
は
な
く
て
、
或
本
と
呼
べ
る
別
の
伝
承
が
あ
っ
た
の
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。
こ
の
『
大
神
宮
諸
雑
事
記』
は
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
記
録
と
は
い
え
、
荒
木
田
二
門
と
い
う
内
宮
の
神
官
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
貴
重
な
史
料
で
す
。
右
の
天
武
自
身
が
、
即
位
し
て
直
ぐ
伊
勢
参
詣
し
た
と
伝
え
て
い
る
記
録
に
は
関
心
が
い
き
ま
す
。
そ
の
年
に
、
外
― ―( ) 1321
江
口
洌
第
三
章
外
宮
の
主
祭
神
神
宮
の
本
姿

[
論
説]
宮
の
創
建
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
内
宮
伝
承
の
資
料
に
、
そ
の
年
次
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
古
い
資
料
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
外
宮
の
創
建
年
に
当
た
る
年
に
、
天
武
自
身
が
伊
勢
に
参
詣
し
た
と
い
う
記
録
が
、
内
宮
関
係
の
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
記
録
で
す
か
ら
、
不
思
議
、
い
や
貴
重
で
す
。
い
や
、
そ
の
伝
承
こ
そ
、
内
宮
も
外
宮
も
な
い
、
神
宮
そ
の
も
の
の
創
建
年
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
、
考
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
天
武
天
皇
か
ら
崇
神
天
皇
へ
い
ま
ま
で
、
繰
り
返
し
て
、
天
皇
の
聖
数
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
小
論
で
は
、
特
に
一
九
と
い
う
聖
数
を
中
心
に
扱
っ
て
い
ま
す
。『
書
紀』
を
見
る
と
、
先
行
し
た
天
皇
の
即
位
年
、
ま
た
崩
御
年
な
ど
と
後
続
天
皇
の
即
位
年
と
を
、
こ
の
一
九
年
と
い
う
聖
数
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
(
表
１)
。
｢
十
九
年
七
閏
法｣
に
つ
い
て
再
び
説
明
し
ま
す
。
太
陰
太
陽
暦
で
は
、
一
九
年
と
い
う
の
が
１
単
位
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
間
に
、
７
回
閏
月
を
入
れ
る
方
法
で
、
太
陰
の
周
期
時
間
を
、
太
陽
の
周
期
時
間
に
合
わ
せ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
は
、
一
九
年
は
、
暦
の
計
算
が
元
に
復
す
る
年
数
で
す
。
特
に
太
陽
の
復
活
の
日
で
あ
る
冬
至
が
、
月
の
復
活
の
日
で
あ
る
朔
と
重
な
る
の
は
一
九
年
に
１
度
で
す
が
、
そ
れ
を
朔
旦
冬
至
と
い
い
ま
す
。
太
陽
と
月
の
同
時
復
活
の
日
で
す
。
中
国
の
朝
廷
で
は
、
既
に
早
く
か
ら
そ
の
日
に
祝
宴
を
開
い
て
い
た
の
で
す
。
満
一
九
年
は
、
暦
の
上
で
、
太
陰
と
太
陽
と
が
同
時
再
生
す
る
の
に
要
す
る
年
数
で
す
。
中
国
で
は
、
暦
の
改
ま
る
年
と
し
て
祝
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
日
本
で
は
、
日
の
皇
子
た
ち
の
再
生
の
年
数
と
し
て
説
か
れ
、
信
仰
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
故
に
、
一
九
は
、
天
皇
家
の
聖
数
と
さ
れ
た
数
字
で
す
。
６
９
２
年
に
遷
宮
祭
を
行
っ
た
と
い
う
事
は
、
前
章
に
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
年
が
、
天
武
即
位
年
(
６
７
３)
と
一
九
年
関
係
に
あ
っ
て
、
天
武
天
皇
の
威
霊
が
、
そ
し
て
、
天
武
が
祭
っ
た
皇
祖
霊
の
再
生
す
る
年
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
天
武
は
、
壬
申
の
乱
を
征
し
て
皇
位
に
つ
い
た
の
で
す
が
、
古
代
の
歴
史
観
で
は
、
そ
れ
は
、
勝
運
あ
っ
て
、
天
武
が
勝
利
し
た
の
で
は
な
く
て
、
歴
史
的
に
約
束
さ
れ
た
勝
利
で
あ
り
、
時
間
を
上
古
代
に
遡
っ
て
み
る
と
、
天
武
と
同
じ
よ
う
な
大
王
が
必
ず
居
て
、
地
上
を
征
服
し
た
筈
だ
、
そ
の
大
王
の
威
霊
が
天
武
に
再
生
し
、
天
武
は
地
上
の
征
服
者
と
な
っ
た
の
だ
、
と
考
え
る
の
で
す
。
そ
の
大
王
の
名
前
こ
そ
｢
は
つ
く
に
し
ら
す
す
め
ら
み
こ
と｣
と
称
え
ら
れ
た
崇
神
天
皇
で
す
。
天
武
即
位
年
を
一
九
年
ご
と
に
時
間
を
遡
っ
て
行
く
と
、
崇
神
崩
御
年
(
前
30)
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
間
は
７
０
３
年
。
外
宮
の
第
１
回
遷
宮
か
ら
遡
っ
て
見
て
、
そ
の
関
係
は
、
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(表１)
一九年関係
天武
２代
10代
綏 (即)
崇神 (崩)
持統
１代
５代
神武 (即)
孝昭 (崩)
文武
11代
６代
７代
８代
９代
12代
垂仁 (崩)
孝安 (崩)
孝霊 (崩)
孝元 (崩)
開化 (即)
景行 (崩)
元明
１代
10代
神武 (崩)
崇神 (誕)
元正
８代
３代
孝元 (誕)
安寧 (誕)
聖武
２代
３代
綏 (崩)
安寧 (即)
[
注
、
表
１
は
、
初
代
神
武
か
ら
12
代
景
行
ま
で
の
天
皇
た
ち
と
、
天
武
以
降
の
天
皇
方
の
、
一
九
年
(
そ
の
倍
数
年)
で
結
ば
れ
て
い
る
関
係
で
す
。
(
誕)
(
立)
(
即)
(
崩)
は
誕
生
年
、
立
太
子
年
、
即
位
年
、
崩
御
年
の
略
。
天
武
は
２
代
綏

と
10
代
崇
神
と
、
持
統
は
初
代
神
武
と
５
代
孝
昭
と
結
ば
れ
て
い
る
、
と
見
ま
す
。]
崇
神
崩
御
年
(
前
30
年)
←
７
０
３
年
(
一
九
年
×
37)
天
武
即
位
年
(
６
７
３
年)
←
19
年
(
一
九
年
×
１)
外
宮
第
１
回
遷
宮
年
(
６
９
２
年)
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
外
宮
の
第
１
回
目
の
遷
宮
は
、
実
質
は
天
武
王
朝
の
出
発
の
年
を
意
識
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
史
的
に
は
、
崇
神
を
皇
祖
と
し
て
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
参
考
に
内
宮
の
第
１
回
遷
宮
年
(
６
９
０
年)
の
場
合
を
見
ま
す
と
、
神
武
即
位
年
月
日
(
前
６
６
０
年
１
月
１
日)
←
満
１
３
４
９
年
(
一
九
年
×
71)
持
統
即
位
年
月
日
(
６
９
０
年
１
月
１
日)
と
い
う
関
係
で
す
か
ら
、
内
宮
の
遷
宮
は
、
神
武
即
位
年
と
持
統
即
位
年
を
結
ぶ
一
九
年
の
関
係
線
上
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
持
統
即
位
年
が
内
宮
の
第
１
回
遷
宮
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
一
九
年
前
に
、
遷
宮
の
対
象
と
な
る
べ
き
神
宮
が
創
設
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
す
。
そ
こ
で
持
統
即
位
年
の
６
９
０
年
を
一
九
年
遡
る
と
６
７
１
年
で
す
が
、
そ
の
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
年
表
を
見
る
と
、
こ
の
年
は
天
智
天
皇
の
崩
御
年
と
な
っ
て
い
ま
す
、
そ
し
て
、
そ
の
次
の
年
が
壬
申
の
乱
の
年
で
す
。
そ
う
し
て
見
る
と
、
６
７
１
年
に
、
伊
勢
に
神
宮
(
内
宮)
ら
し
い
も
の
が
創
設
さ
れ
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
先
に
書
い
た
よ
う
に
｢
天
武
書
紀｣
で
は
、
天
武
即
位
年
は
、
初
代
崇
神
の
崩
御
年
と
で
は
な
く
て
、
そ
の
天
皇
宣
言
年
(
前
86)
と
一
九
年
関
係
で
結
び
つ
い
て
い
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
天
武
の
後
に
、
持
統
か
ら
聖
武
ま
で
５
代
が
、『
書
紀』
の
紀
年
構
成
に
加
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
上
古
代
史
と
し
て
、
崇
神
よ
り
も
前
に
９
代
の
天
皇
が
加
わ
り
、
特
に
初
代
天
皇
の
神
武
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
持
統
以
降
の
天
皇
方
も
神
武
や
上
古
代
の
天
皇
方
と
の
関
係
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
し
て
表
１
の
よ
う
に
一
九
年
関
係
を
創
り
あ
げ
て
い
る
の
で
す
。
天
皇
史
は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
天
皇
を
聖
数
で
互
い
に
結
び
つ
け
る
の
が
理
想
な
の
で
す
。
即
位
年
と
即
位
年
と
の
結
び
つ
き
だ
け
で
は
、
先
行
天
皇
の
数
も
少
な
く
て
歴
史
(
聖
数
に
よ
る
関
係)
が
思
う
よ
う
に
は
組
め
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
各
代
天
皇
の
即
位
年
、
崩
御
年
は
も
と
よ
り
、
そ
の
誕
生
年
、
立
太
子
年
も
案
出
さ
れ
て
、
各
天
皇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
が
紀
年
構
成
の
中
で
活
用
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。
こ
の
点
は
、
順
次
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。
自
分
は
、
先
祖
の
霊
を
引
き
継
い
で
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
霊
は
子
孫
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
同
一
の
霊
格
な
の
だ
と
い
う
の
が
霊
魂
信
仰
の
基
本
部
に
あ
り
ま
す
。
天
皇
家
は
、
そ
の
信
仰
に
、
形
式
を
与
え
て
い
ま
す
。｢
大
嘗
祭｣
で
す
。
天
皇
家
最
重
要
の
、
秘
儀
と
さ
れ
る
祭
祀
で
す
。
こ
の
祭
儀
を
、
定
式
化
し
た
の
は
天
武
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
加
え
て
、
中
国
式
の
即
位
儀
礼
を
真
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
目
に
見
え
る
天
皇
位
継
承
の
形
式
と
し
て
、
タ
カ
ミ
ク
ラ
、
つ
ま
り
高
千
穂
へ
の
回
帰
と
い
う
儀
礼
が
加
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
天
皇
霊
継
承
の
形
式
化
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
中
国
の
、『
漢
書
(
律
暦
志)』
な
ど
に
見
ら
れ
る
古
代
史
組
み
立
て
に
用
い
ら
れ
た
暦
法
が
、
日
本
の
知
識
層
の
中
で
理
解
度
を
深
め
て
き
ま
す
。
時
間
と
い
う
観
念
そ
の
も
の
が
、
歴
史
観
の
基
本
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
天
皇
霊
の
回
帰
年
数
を
教
え
る｢
十
九
年
七
閏
法｣
に
則
っ
て
上
古
代
史
が
構
成
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
来
た
太
陽
の
再
生
を
示
す
一
九
と
い
う
暦
数
は
、『
漢
書』
｢
律
暦
志｣
の
中
で
は
、
天
(
陽)
の
数
９
と
、
地
(
陰)
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10
と
を
併
せ
て
19
と
し
て
、
窮
ま
れ
ば
変
化
す
る
『
易』
の
数
字
と
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
５
３
９
年
を
一
統
、
３
統
の
４
６
１
７
年
を
一
元
と
し
て
い
ま
す
。
一
統
の
１
５
３
９
は
一
九
の
81
倍
、
一
元
の
４
６
１
７
年
は
一
九
の
２
４
３
倍
で
す
。
『
漢
書』
で
の
一
九
年
の
用
法
は
前
著
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
例
を
再
録
し
ま
す
と
、
１
、
丞
相
の
属
官
宝
・
長
安
の
単
安
国
。
安
陵
の

は
い
育いく
は
｢
終
始｣
を
治
め
て
、
黄
帝
以
来
三
千
六
百
二
十
九
歳
で
あ
る
と
言
い
…
…
。
２
、
漢
暦
に
よ
れ
ば
大
初
元
年
は
上
元
以
来
十
四
万
三
千
百
二
十
七
年
歳
で
あ
る
。
な
ど
と
あ
り
ま
す
。
１
は
、
一
九
年
×
１
９
１
で
す
。
２
は
、
一
九
年
×
７
５
３
３
で
す
。
他
に
、『
漢
書』
か
ら
拾
っ
た
例
は
、
前
著
に
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
(
１)
。
ま
た
、『
漢
書』
で
は
な
い
中
国
史
料
か
ら
の
例
は
、『
古
代
文
化
と
聖
数』
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
と
に
角
、
中
国
で
の
時
間
の
決
定
法
の
ひ
と
つ
に
、
一
九
年
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
い
る
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
に
角
、
崇
神
と
天
武
と
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
た
｢
天
武
書
紀｣
を
継
承
し
た
そ
の
後
の
修
史
作
業
に
も
、
そ
の
２
天
皇
は
結
び
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
強
い
歴
史
観
が
あ
っ
た
の
で
す
。
も
う
少
し
、
天
武
と
崇
神
と
の
関
係
を
書
き
ま
す
。
ま
ず
、
両
天
皇
の
立
太
子
年
関
係
で
す
。
崇
神
の
立
太
子
年
は
｢
御み
間ま
城き
入いり
彦ひこ
を
立
て
て
皇
太
子｣
(
開
化
天
皇
二
十
八
年
条)
と
あ
る
前
１
３
０
年
で
す
。
天
武
の
方
は
、｢
天
命
開
別
天
皇
元
年
に
、
立
ち
て
東
宮
と
為
り
た
ま
ふ｣
(
天
武
、
即
位
前
紀)
と
あ
る
６
６
８
年
で
す
。
両
天
皇
の
立
太
子
年
の
関
係
は
、
年
数
で
７
９
８
年
の
間
隔
で
す
。
そ
れ
は
一
九
年
の
42
倍
の
数
値
で
す
。
崇
神
立
太
子
年
(
前
１
３
０)
←
７
９
８
年
(
一
九
年
×
42)
天
武
立
太
子
年
(
６
６
８)
で
す
。
崇
神
の
立
太
子
年
が
、
天
武
の
そ
れ
に
一
九
年
関
係
で
合
わ
さ
れ
て
、
前
１
３
０
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
う
１
点
、
崇
神
の
四
道
将
軍
派
遣
の
年
に
注
意
し
て
み
ま
す
。
先
に
挙
げ
た
崇
神
の
天
皇
宣
言
の
２
年
前
の
崇
神
十
年
条
に
は
、
地
方
制
圧
の
た
め
に
、
崇
神
天
皇
が
四
道
将
軍
を
派
遣
し
た
と
す
る
話
が
あ
り
ま
す
。今
既
に
神
祇
を
禮
う
や
ま
ひ
て
、
災
害
皆
耗つき
ぬ
。
然しか
れ
ど
も
遠
荒
と
ほ
き
く
に
の
人
等
、
猶
正
朔のり
を
受
け
ず
…
…
。
九
月
の
丙
戌
の
朔
甲
午
に
、
大
彦
を
以
て
北
陸
に
遣
す
。
武
淳
川
別
を
も
て
東
海
に
遣
す
。
吉
備
津
彦
を
も
て
西
道
に
し
の
み
ち
に
遣
す
。
丹
波
の
道
主
命
を
も
て
丹
波
に
遣
す
。
崇
神
は
、｢
神
祭
り
が
う
ま
く
い
っ
て
、
災
害
も
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
都
か
ら
遠
い
地
方
は
自
分
の
支
配
下
に
な
い｣
と
言
っ
て
、
ま
だ
治
ま
ら
な
い
地
方
で
あ
る
北
陸
に
、
東
海
に
、
西
道
に
、
そ
し
て
丹
波
に
将
軍
た
ち
を
派
遣
し
た
の
で
し
た
。
右
の
四
道
将
軍
派
遣
の
年
は
前
88
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
年
か
ら
天
武
の
壬
申
の
乱
の
年
ま
で
を
数
え
る
と
、
そ
の
間
７
６
０
年
で
す
。
こ
の
関
係
は
、
四
道
将
軍
派
遣
年
(
前
88)
←
７
６
０
年
(
一
九
年
×
40)
天
武
壬
申
の
乱
の
年
(
６
７
２)
で
す
。
こ
こ
も
一
九
年
関
係
で
す
。
こ
の
四
道
将
軍
の
派
遣
年
は
、
天
武
の
壬
申
の
乱
を
意
識
し
て
、
そ
の
年
か
ら
一
九
年
の
40
倍
に
あ
た
る
前
88
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
一
九
年
の
４
倍
で
あ
る
七
六
年
は
、
暦
法
で
は
一いち
蔀ぼう
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
一
九
年
間
に
生
じ
る
陰
陽
の
誤
差
(
約
０
、24
日)
を
― ― ( )129 4
４
年
目
に
１
日
と
し
て
、
暦
に
加
え
る
こ
と
で
、
日
月
の
誤
差
が
殆
ん
ど
な
く
な
る
の
で
す
。
こ
の
七
六
年
は
尊
重
さ
れ
て
、『
書
紀』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
神
武
天
皇
の
在
位
年
数
は
七
六
年
間
、
７
代
孝
霊
天
皇
の
在
位
年
数
も
七
六
年
間
と
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
崇
神
天
皇
か
ら
神
武
天
皇
へ
『
書
紀』
を
見
る
と
、
右
の
四
道
将
軍
の
派
遣
よ
り
も
５
０
０
年
ほ
ど
も
前
に
、
神
武
と
い
う
初
代
の
天
皇
が
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
降
臨
し
て
、
こ
の
国
を
治
め
始
め
て
か
ら
、
も
う
百
七
十
九
万
二
千
四
百
七
十
余
歳
も
経
っ
た
の
に
、
ま
だ
国
は
治
ま
り
き
っ
て
い
な
い
。
東
に
美
し
い
地
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
へ
向
か
い
た
い
。
と
。
神
武
は
東
征
を
宣
告
し
、
や
が
て
こ
の
国
を
征
服
し
、
橿
原
で
即
位
し
て
天
皇
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
の
｢
崇
神
紀｣
に
よ
る
と
、
実
は
丹
波
も
東
海
も
吉
備
地
方
も
征
服
さ
れ
ず
に
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
四
道
将
軍
を
派
遣
し
て
、
そ
の
２
年
後
に
、
崇
神
は
最
初
の
天
皇
と
讃
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
右
は
、
征
服
譚
の
繰
り
返
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
歴
史
の
真
実
が
征
服
と
反
乱
の
歴
史
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
歴
史
の
真
実
は
そ
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
王
権
の
交
代
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
神
武
と
崇
神
と
の
、
こ
の
征
服
譚
の
重
複
性
は
、
歴
史
の
真
実
を
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
先
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
の
『
書
紀』
の
成
長
の
重
層
性
を
反
映
し
て
い
る
の
で
す
。
古
代
の
宗
教
的
信
仰
の
基
本
に
は
、
歴
史
は
繰
り
返
す
、
時
間
は
円
環
し
続
け
る
と
い
う
認
識
法
が
あ
る
、
と
い
う
事
は
述
べ
ま
し
た
。
目
の
前
で
い
か
に
不
思
議
な
現
象
が
起
き
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
時
だ
け
の
も
の
、
一
過
性
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
、
何
か
の
吉
凶
の
対
象
、
ま
た
、
天
変
地
異
だ
っ
た
ら
天
の
警
告
と
か
に
解
釈
さ
れ
ま
す
。
歴
史
性
と
い
う
の
は
、
現
実
の
現
象
が
、
過
去
と
時
間
的
に
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
で
す
。
以
前
に
起
き
た
現
象
が
一
定
の
周
期
を
守
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
時
に
信
仰
の
対
象
に
な
る
の
で
す
。
従
っ
て
信
仰
に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
歴
史
は
、
一
定
の
周
期
年
数
で
古
代
に
遡
っ
て
そ
の
起
源
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
て
、『
書
紀』
で
も
、
崇
神
と
天
武
と
の
立
太
子
年
、
ま
た
、
天
武
の
壬
申
の
乱
と
崇
神
の
四
道
将
軍
派
遣
と
を
聖
数
で
整
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
天
武
と
崇
神
と
の
関
係
は
極
め
て
密
な
る
も
の
が
意
識
さ
れ
て
い
た
訳
で
す
。
そ
し
て
、
歴
史
を
さ
ら
に
上
古
代
に
引
き
延
ば
し
、
新
た
な
初
代
天
皇
神
武
を
創
造
す
る
時
に
、
既
に
征
服
者
像
と
し
て
あ
る
天
武
、
そ
し
て
崇
神
が
、
新
た
な
神
武
天
皇
の
原
像
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
わ
た
く
し
の
重
視
す
る
聖
数
で
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
次
の
二
つ
の
関
係
の
↓
印
の
部
分
が
聖
数
に
よ
っ
て
整
合
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
神
武
東
征
年
↓
崇
神
四
道
将
軍
派
遣
年
↓
天
武
壬
申
年
神
武
即
位
年
↓
崇
神
即
位
年
↓
天
武
即
位
年
つ
ま
り
、
お
互
い
の
征
服
時
点
、
そ
し
て
、
そ
の
即
位
年
ど
う
し
の
関
係
の
、
そ
の
ふ
た
つ
の
関
係
線
が
き
れ
い
に
一
九
年
関
係
で
並
ぶ
の
が
理
想
的
な
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
少
し
乱
れ
て
い
ま
す
。
神
武
東
征
年
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
は
崇
神
の
即
位
年
の
方
で
す
。
東
征
年
(
前
６
６
７)
←
５
７
０
年
(
一
九
年
×
30)
崇
神
即
位
年
(
前
97)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
武
と
天
武
と
を
合
わ
せ
て
、
崇
神
中
心
に
整
理
し
ま
す
と
、
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神
武
東
征
年
↓
(
一
九
年
関
係)
↓
崇
神
即
位
年
〜
崇
神
四
道
将
軍
派
遣
年
↓
(
一
九
年
関
係)
↓
天
武
壬
申
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
武
・
崇
神
・
天
武
の
三
者
の
大
事
業
を
、
一
応
は
結
び
付
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
神
武
東
征
年
、
崇
神
の
将
軍
派
遣
年
、
そ
し
て
壬
申
の
乱
と
い
う
同
じ
性
格
の
征
服
年
が
一
九
年
関
係
で
す
っ
き
り
と
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
点
、
そ
し
て
、
崇
神
即
位
年
が
神
武
の
即
位
年
な
り
崩
御
年
に
つ
な
が
ら
な
い
点
は
、
や
は
り
紀
年
構
成
上
の
ず
れ
と
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
、
先
に
表
１
に
示
し
た
、『
書
紀』
完
成
期
の
文
武
天
皇
以
降
を
、
つ
ま
り
、
当
時
の
現
代
を
、
神
武
ま
た
多
く
の
先
行
天
皇
と
結
び
つ
け
る
必
要
を
第
一
と
し
た
か
ら
で
す
。
皇
祖
と
、
聖
数
で
結
び
つ
か
な
い
天
皇
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
、
こ
れ
が
紀
年
構
成
の
基
本
理
念
な
の
で
す
。
そ
れ
が
古
代
人
の
霊
魂
継
承
へ
の
理
解
法
な
の
で
す
。『
書
紀』
は
、
神
武
と
欠
史
八
代
を
創
り
出
し
、
歴
史
を
古
代
に
引
き
延
ば
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
９
代
の
天
皇
の
即
位
年
、
崩
御
年
を
利
用
し
て
、『
書
紀』
完
成
時
代
の
天
皇
を
、
古
代
に
、
ま
た
皇
祖
に
結
び
付
け
て
い
る
の
で
す
。
現
代
人
に
は
理
解
し
難
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
自
分
の
存
在
が
、
い
か
に
し
っ
か
り
と
始
原
と
し
て
の
古
代
の
霊
力
源
に
つ
な
が
り
得
る
か
、
と
い
う
の
が
重
要
な
の
で
す
。
｢
元
明
書
紀｣
の
改
変
年
数
関
係
の
話
が
続
い
て
辟
易
し
て
い
る
人
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
は
多
く
文
系
で
、
数
字
を
苦
手
と
す
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
。
し
か
し
、
紀
年
を
組
み
あ
げ
た
史
局
の
実
務
の
人
た
ち
は
、
陰
陽
寮
の
博
士
た
ち
の
指
導
の
下
に
参
加
し
た
算
師
た
ち
な
の
で
す
。
数
字
を
操
る
の
に
苦
痛
を
感
じ
な
い
、
い
や
い
や
、
数
字
を
得
意
と
す
る
人
た
ち
で
し
た
。
古
代
史
の
基
本
は
年
数
で
す
。
年
数
で
組
ま
れ
た
『
書
紀』
の
紀
年
構
成
を
通
し
て
し
か
、
外
宮
の
主
祭
神
の
問
題
も
解
決
し
な
い
の
で
す
。
『
書
紀』
の
改
変
、
こ
こ
で
は
、｢
元
明
書
紀｣
か
ら
｢
元
正
書
紀｣
へ
の
成
長
を
具
体
的
に
証
明
し
ま
す
(
２)
。
次
は
、
神
武
の
東
征
出
立
の
日
付
け
に
つ
い
て
の
個
所
で
す
。
次
の
よ
う
に
出
て
い
ま
す
。
其
の
年
の
冬
十
月
丁
巳
ひ
の
と
み
朔
つ
い
た
ち
の
ひ
辛
酉
か
の
と
と
り
に
、
天
皇
、
親
ら
諸
の
皇
子
・
舟
師
を
帥ひき
ゐ
て
東
を
征う
ち
た
ま
ふ
(｢
神
武
紀｣)
。
東
征
の
始
ま
っ
た
日
は
｢
十
月
丁
巳
朔
辛
酉｣
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
日
は
10
月
５
日
に
当
り
ま
す
。
こ
の
日
を
次
の
よ
う
に
１
月
１
日
を
基
準
に
お
い
て
、
時
間
を
遡
り
、
天
武
の
即
位
日
(
２
月
27
日)
と
対
称
的
に
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
10
月
５
日
(
神
武
出
立
日)
⇔
Ａ
(
２
か
月
と
26
日)
１
月
１
日
⇔
Ｂ
(
２
ヶ
月
目
の
26
日)
２
月
27
日
(
天
武
即
位
日)
Ａ
は
、
神
武
が
高
千
穂
を
下
り
て
、
東
征
へ
の
出
立
日
か
ら
次
の
年
の
始
ま
り
(
１
月
１
日)
ま
で
の
時
間
。
Ｂ
は
、
１
月
１
日
か
ら
数
え
て
天
武
が
神
の
場
所
で
あ
る
高
御
座
(
高
千
穂)
に
登
る
前
ま
で
の
時
間
を
示
し
て
い
ま
す
。
神
武
は
年
末
か
ら
数
え
る
と
２
か
月
と
26
日
目
で
す
。
天
武
の
場
合
は
、
年
始
か
ら
２
ヶ
月
目
の
26
日
目
で
す
。
日
数
で
数
え
る
と
85
日
目
と
57
日
目
と
で
は
全
く
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
日
数
を
、
た
だ
数
字
だ
け
並
べ
て
み
る
と
、
天
武
は
年
始
か
ら
２
２
６
、
そ
し
て
神
武
は
年
末
か
ら
２
２
６
と
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
を
中
心
に
し
て
折
り
畳
ん
で
み
る
と
、
２
２
６
の
部
分
が
重
な
り
ま
す
。
こ
こ
の
２
２
６
と
い
う
数
字
の
組
み
立
て
方
に
『
書
紀』
の
数
字
の
用
い
方
の
凄
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
計
算
組
み
立
て
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方
を
ま
ず
見
て
く
だ
さ
い
。
日
本
の
開
闢
年
数
に
関
わ
る
数
字
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
先
に
、
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
尊
が
降
臨
し
て
、
こ
の
国
を
治
め
始
め
て
か
ら
、
も
う
｢
百
七
十
九
万
二
千
四
百
七
十
余
歳
も
経
た｣
と
あ
る
個
所
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
数
字
と
深
く
関
係
す
る
の
で
す
。
こ
の
日
本
の
開
闢
年
数
で
あ
る
１
７
９
２
４
７
０
余
歳
の
解
法
を
次
に
示
し
て
お
き
ま
す
。
こ
の
大
数
の
意
味
を
知
る
た
め
の
基
本
に
、
神
武
東
征
年
(
前
６
６
７)
か
ら
壬
申
の
乱
の
年
(
６
７
２)
ま
で
の
１
３
３
８
年
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
３
３
８
と
い
う
数
字
を
、
２
乗
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
１
３
３
８
×
１
３
３
８
＝
１
７
９
０
２
４
４
と
な
り
ま
す
。
こ
の
１
７
９
０
２
４
４
と
い
う
数
字
は
、
先
の
開
闢
年
数
に
極
め
て
近
い
の
で
す
。
そ
の
二
つ
の
数
の
差
は
、
１
７
９
２
４
７
０
―(
マ
イ
ナ
ス)
１
７
９
０
２
４
４
＝
２
２
２
６
で
、
２
２
２
６
し
か
違
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
こ
の
数
字
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ニ
ニ
ギ
の
尊
と
天
武
の
関
係
で
す
。
そ
の
両
者
の
関
係
は
、
神
武
東
征
年
を
間
に
置
い
て
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ニ
ニ
ギ
の
尊
降
臨
年
←
(
１
３
３
８
年
×
１
３
３
８)
神
武
東
征
年
←
(
１
３
３
８
年)
天
武
即
位
年
天
武
か
ら
１
３
３
８
年
前
に
神
武
が
東
征
に
出
立
し
、
更
に
、
そ
の
神
武
東
征
年
を
遡
る
こ
と
、
１
３
３
８
年
を
１
単
位
と
し
て
、
そ
の
１
３
３
８
倍
も
の
前
の
年
に
、
ニ
ニ
ギ
の
尊
が
降
臨
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
次
に
、
余
り
の
２
２
２
６
部
分
に
つ
い
て
。
神
武
東
征
出
立
日
か
ら
天
武
即
位
年
ま
で
の
数
字
の
方
が
、
開
闢
年
数
に
た
い
し
て
２
２
２
６
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
数
字
の
部
分
に
、
こ
の
大
数
を
よ
り
細
か
く
解
く
鍵
が
潜
ん
で
い
る
の
で
す
。
２
２
２
６
は
、
天
武
元
年
(
６
７
２)
の
１
月
１
日
か
ら
天
武
即
位
日
(
天
武
２
年
２
月
27
日)
ま
で
の
日
数
と
重
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
２
２
２
６
は
、
天
武
の
即
位
日
ま
で
の
２
年
と
２
か
月
26
日
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
先
に
見
た
神
武
の
東
征
へ
の
出
立
日
は
、
年
末
の
方
か
ら
数
え
る
と
２
か
月
と
26
日
目
、
そ
の
日
数
を
、
た
だ
数
字
だ
け
並
べ
て
２
２
６
と
書
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
数
字
の
並
べ
方
は
、
天
武
即
位
の
年
月
日
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
実
に
言
え
る
で
し
ょ
う
。
神
武
と
天
武
と
は
、
１
月
１
日
を
真
ん
中
に
し
て
切
り
抜
き
の
紙
相
撲
の
力
士
の
よ
う
に
折
り
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
但
し
、
こ
の
切
り
抜
き
の
紙
相
撲
に
も
少
し
ず
れ
が
あ
る
の
で
す
。
天
武
が
壬
申
の
乱
の
年
か
ら
即
位
す
る
ま
で
は
、
２
年
目
で
す
か
ら
、
そ
の
時
間
を
並
べ
る
と
２
２
２
６
で
す
。
し
か
し
、
神
武
の
東
征
に
か
け
た
時
間
は
６
年
余
で
す
の
で
、
そ
こ
に
要
し
た
時
間
を
縦
に
並
べ
る
と
６
２
２
６
と
な
り
ま
す
。
神
武
の
即
位
ま
で
の
時
間
＝
６
２
２
６
天
武
の
即
位
ま
で
の
時
間
＝
２
２
２
６
で
す
。
神
武
と
天
武
と
は
、
下
３
桁
ま
で
は
重
な
る
の
で
す
が
、
４
桁
目
の
年
数
の
と
こ
ろ
に
違
い
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
神
武
と
天
武
と
は
完
璧
な
一
致
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
武
と
天
武
と
の
間
に
は
、
ず
れ
は
な
か
っ
た
筈
で
す
。
こ
の
ず
れ
が
な
ぜ
生
じ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
直
ぐ
後
で
言
及
し
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
開
闢
年
数
(
１
７
９
２
４
７
０
余
歳)
と
し
て
示
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
数
字
の
中
に
、
ニ
ニ
ギ
の
尊
降
臨
年
、
神
武
東
征
年
・
月
・
日
、
そ
し
て
、
天
武
壬
申
の
年
、
そ
の
即
位
年
・
月
・
日
と
が
同
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時
に
組
み
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
古
代
の
思
考
を
単
純
、
素
朴
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
発
想
を
見
せ
る
史
官
た
ち
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。
柿
本
人
麻
呂
は
、
高
市
皇
子
へ
の
挽
歌
(
巻
二
、
１
９
９)
に
、
天
武
を
、天
降
り
い
ま
し
て
天あめ
の
下
治
め
た
ま
ひ
…
…
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
天
武
は
天
か
ら
降
り
て
き
て
、
こ
の
天
下
を
治
め
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
天
武
は
ニ
ニ
ギ
の
尊
の
再
来
で
あ
る
と
し
て
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
天
武
を
ニ
ニ
ギ
の
尊
の
再
来
と
し
て
見
る
雰
囲
気
と
い
い
ま
す
か
、
い
や
、
も
っ
と
厳
し
く
、
そ
う
見
做
す
べ
く
政
治
的
な
指
導
が
官
人
た
ち
に
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
う
言
え
ば
、
神
武
の
事
も
『
書
紀』
で
は
、
数
か
所
か
に
天
孫
神
武
と
書
い
て
い
ま
す
。
結
局
、
神
武
、
天
武
は
、
ニ
ニ
ギ
の
尊
な
の
で
す
。
回
帰
し
た
同
一
の
霊
格
な
の
で
す
。
右
に
示
し
た
計
算
法
に
よ
っ
て
神
武
の
東
征
出
立
の
月
日
も
、
天
武
の
即
位
月
日
を
基
点
に
し
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
｢
元
明
書
紀｣
か
ら
『
書
紀』
へ
の
証
明
問
題
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
天
武
の
即
位
ま
で
の
部
分
、
２
２
２
６
の
最
初
の
２
の
部
分
は
、
神
武
と
重
な
り
ま
せ
ん
。
両
天
皇
は
、
年
数
の
問
題
で
も
、
折
り
返
し
て
全
く
重
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、
神
武
の
東
征
に
必
要
と
し
た
時
間
も
、
天
武
の
要
し
た
時
間
に
合
せ
て
あ
っ
た
筈
で
す
。
そ
の
時
間
取
り
が
、
神
武
を
誕
生
さ
せ
た
｢
元
明
書
紀｣
の
段
階
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
年
数
に
不
釣
り
合
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に『
書
紀』
の
改
変
を
は
っ
き
り
み
せ
て
い
る
の
で
す
。
神
武
は
東
征
に
６
年
以
上
も
掛
け
て
い
ま
す
。
天
武
は
１
年
と
少
し
で
す
。
そ
の
時
間
を
示
す
と
、
神
武
の
場
合
紀
元
前
６
６
７
年
(
神
武
出
立
年)
⇔
Ａ
(
６
年)
紀
元
前
６
６
０
年
１
月
１
日
(
橿
原
に
て
即
位)
天
武
の
場
合
６
７
２
年
１
月
１
日
(
天
武
元
年)
⇔
Ｂ
(
１
年)
６
７
３
年
(
天
武
即
位
年)
で
す
。
Ａ
と
Ｂ
で
は
、
そ
こ
に
５
年
間
の
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
差
を
始
め
か
ら
認
め
て
い
た
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
５
年
間
の
時
間
の
差
は
、
神
武
天
皇
を
誕
生
さ
せ
た
｢
元
明
書
紀｣
の
当
初
か
ら
の
発
想
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。｢
元
明
書
紀｣
に
お
い
て
は
、
神
武
出
立
年
か
ら
即
位
ま
で
の
年
数
と
、
天
武
の
壬
申
の
年
初
か
ら
天
武
即
位
年
ま
で
は
同
じ
時
間
が
記
録
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
い
で
し
ょ
う
、
完
全
な
形
で
神
武
と
天
武
と
は
重
な
っ
て
い
た
と
。
つ
ま
り
、
天
武
が
神
武
の
原
像
な
の
で
す
か
ら
、
神
武
は
東
征
に
６
年
も
時
間
を
掛
け
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
年
数
は
１
年
余
だ
っ
た
と
。
｢
元
明
書
紀｣
か
ら
現
『
書
紀』
に
成
長
す
る
時
に
、
年
数
が
動
い
て
い
る
の
で
す
。
神
武
天
皇
の
方
に
手
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
｢
神
武
紀｣
の
東
征
譚
を
細
か
く
見
て
み
ま
す
。
す
る
と
直
ぐ
気
が
付
く
こ
と
で
す
が
、
そ
の
東
征
６
年
間
の
内
に
、
５
年
間
ほ
ど
の
空
白
時
間
が
生
じ
て
い
る
の
で
す
。
神
武
の
東
征
年
(
前
６
６
７)
か
ら
即
位
年
(
前
６
６
０)
ま
で
の
経
過
を
追
っ
て
み
ま
す
。
前
６
６
７
年
10
月
５
日
東
を
征う
ち
た
ま
ふ
(
東
征
の
出
発
日)
。
12
月
３
日
安
芸
国
に
居
る
。
前
６
６
６
年
３
月
６
日
吉
備
の
国
に
入
る
。
高
嶋
宮
と
い
ふ
。
三
年
積
も
る
間
に
、
舟
を
揃
え
兵
食かて
を
蓄
え
て
、
― ― ( )125 8
ま
さ
に
一
た
び
挙
げ
て
天
下
を
平む
け
む
と
欲
す
。
(
★
１
、
こ
の
後
、
東
征
再
出
発
ま
で
、
３
年
１
ヶ
月
の
間
の
記
録
な
し)
前
６
６
３
年
２
月
11
日
東
征
再
出
発
、
難
波
よ
り
白
肩
の
津
、
紀
の
国
、
熊
野
と
巡
り
、
吉
野
へ
入
る
。
前
６
６
２
年
２
月
20
日
天
下
を
安
定
さ
せ
る
。
３
月
７
日
｢
我
、
東
を
征
ち
し
よ
り
六
年
に
な
り
に
た
り｣
と
終
戦
を
告
げ
る
。
(
★
２
、
天
下
平
定
を
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
結
婚
ま
で
、
約
１
年
６
ヶ
月
、
特
別
の
記
事
な
し)
前
６
６
１
年
９
月
24
日
結
婚
(
★
３
、
次
年
の
即
位
日
ま
で
３
カ
月
の
記
事
な
し)
前
６
６
０
年
１
月
１
日
橿
原
宮
に
て
即
位
★
１
、
★
２
、
★
３
の
よ
う
な
空
白
期
間
が
ど
う
し
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
★
１
に
は
、
舟
を
揃
え
、
食
糧
を
備
え
る
た
め
に
３
年
も
の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
★
２
も
、
東
征
が
終
了
し
た
の
に
、
そ
こ
で
即
位
し
て
い
ま
せ
ん
。
次
の
年
(
前
６
６
１)
に
も
即
位
し
て
い
ま
せ
ん
。
★
３
は
、
神
武
が
后
と
結
婚
し
た
と
い
う
記
録
だ
け
で
す
。
こ
こ
も
空
白
が
あ
り
ま
す
。
★
の
１
、
２
、
３
の
空
白
期
間
を
合
わ
せ
る
と
５
年
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
は
５
年
の
空
白
期
間
を
置
く
こ
と
で
、
東
征
出
立
年
を
前
６
６
７
年
に
ま
で
引
き
延
ば
し
て
い
る
の
で
す
。
い
や
反
対
に
、
神
武
即
位
年
が
前
６
６
７
年
で
あ
っ
た
の
を
、
引
き
下
げ
て
前
６
６
０
年
に
設
定
し
た
可
能
性
の
方
が
濃
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
(
３)
。
尚
、
前
６
６
２
年
の
３
月
ま
で
の
時
点
で
は
、
４
年
間
半
の
時
間
で
す
が
、
神
武
は
、
そ
こ
で
６
年
に
な
っ
た
と
告
げ
て
い
ま
す
。
矛
盾
箇
所
で
す
。
古
い
資
料
を
書
き
直
し
て
い
て
生
じ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
６
年
に
引
き
延
ば
す
必
要
が
あ
る
史
官
た
ち
の
意
識
が
つ
い
出
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
神
武
の
東
征
に
掛
け
た
時
間
も
、
天
武
が
壬
申
の
乱
に
要
し
た
時
間
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
即
位
ま
で
の
時
間
と
重
な
る
１
年
と
３
カ
月
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
神
武
と
天
武
の
完
全
な
重
な
り
が
｢
元
明
書
紀｣
の
段
階
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
、
ど
う
し
て
も
神
武
東
征
の
年
数
に
動
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、『
書
紀』
の
最
終
段
階
で
、
更
に
後
代
の
思
惑
が
入
り
込
ん
で
き
て
い
る
の
で
す
。
神
武
の
生
涯
(
誕
生
年
、
立
太
子
年
、
即
位
年
、
崩
御
年)
を
、
現
代
の
文
武
以
降
の
天
皇
方
と
聖
数
で
合
わ
せ
る
の
が
最
大
の
命
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
(
表
２)
の
関
係
を
創
る
た
め
で
す
。
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[
注
、
表
２
は
、
天
武
以
降
の
各
天
皇
の
即
位
年
を
、
神
武
と
聖
数
で
結
び
つ
け
た
も
の
で
す
。
右
に
は
、
聖
数
と
し
て
、
三
才
関
係
の
一
七
、
二
三
、
暦
数
関
係
の
一
九
、
二
六
、
三
六
五
を
挙
げ
ま
し
た
。
こ
の
論
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
三
才
関
係
の
、
聖
数
と
さ
れ
た
一
七
(
天
９
、
地
８
の
和)
と
二
三
(
天
と
地
に
、
人
６
を
和
し
た
数)
も
挙
げ
て
み
ま
し
た
。『
書
紀』
の
紀
年
構
成
が
如
何
に
聖
数
を
用
い
て
天
皇
間
の
関
係
を
作
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
も
『
書
紀』
が
記
録
し
た
｢
持
統
紀｣
ま
で
で
は
な
く
て
、
文
武
天
皇
以
降
の
(表２)
崩
御
年
即
位
年
立
太
子
年
誕
生
年
神
武
一
七
三
六
五
天
武
一
七
一
九
持
統
二
三
一
七
一
七
文
武
一
七･
一
九
元
明
二
六
二
三
元
正
一
七
聖
武
表
２
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
神
武
の
生
涯
の
節
目
は
適
切
な
年
次
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
で
す
。
い
や
い
や
、
上
古
代
の
天
皇
だ
け
で
は
な
く
、
天
武
や
持
統
ま
で
も
、
そ
の
元
年
や
即
位
年
は
動
か
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
創
造
主
の
神
々
『
書
紀』
は
、
１
回
き
り
の
編
纂
で
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
40
年
と
い
う
長
時
間
か
け
て
の
大
掛
か
り
な
改
変
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
｢
旧
辞｣
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
記
録
を
基
本
に
据
え
て
、
｢
天
武
書
紀｣
が
出
来
て
、
次
に
、｢
元
明
書
紀｣
、
更
に
現
在
の
『
書
紀』
ま
で
の
成
長
の
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
を
長
々
と
書
い
て
き
ま
し
た
。
初
代
天
皇
が
崇
神
か
ら
神
武
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
で
し
た
。
い
よ
い
よ
外
宮
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
主
祭
神
の
問
題
で
す
。
天
武
が
、
崇
神
と
一
緒
に
祭
っ
た
天
神
は
何
と
い
う
神
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
問
題
を
扱
お
う
と
し
て
、
わ
た
く
し
は
、
や
は
り
大
き
な
壁
に
真
向
か
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
実
は
、
天
照
大
神
よ
り
も
他
に
偉
大
な
神
が
居
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
説
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
第
二
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
で
一
番
偉
い
神
は
天
照
大
神
で
あ
る
と
い
う
常
識
の
壁
は
高
く
分
厚
い
の
で
す
。
常
識
が
誤
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
書
紀』
は
天
照
大
神
を
最
高
神
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
天
照
大
神
よ
り
偉
い
、
と
は
言
わ
な
く
て
も
、
同
格
と
見
て
よ
い
神
々
が
他
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
、
専
門
家
以
外
は
誰
も
、
天
照
大
神
と
同
格
の
神
の
名
を
言
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ニ
ニ
ギ
の
尊
を
天
か
ら
降
臨
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
は
天
照
大
神
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
九
年
版
｢
尋
常
小
学
国
史｣
(
上
巻)
に
は
、｢
天
皇
陛
下
の
御
先
祖
を
、
天
照
大
神
と
申
し
上
げ
る
。
大
神
は
御
徳
の
た
い
そ
う
高
い
御
方
で
、
は
じ
め
て
稲
や
麦
な
ど
を
田
畑
に
う
ゑ
さ
せ
た
り
、
蚕
を
か
は
せ
た
り
し
て
万
民
を
お
め
ぐ
み
に
な
っ
た
。｣
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
育
が
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
年
ま
で
続
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
学
校
教
育
の
中
で
、
古
代
史
(
特
に
神
話)
に
つ
い
て
の
教
育
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
教
育
の
事
情
も
あ
っ
て
、
一
般
の
常
識
で
は
、
天
照
大
神
が
最
高
の
神
で
あ
り
、
そ
の
大
神
を
祭
っ
て
い
る
内
宮
が
最
上
の
神
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
天
照
大
神
よ
り
も
同
格
以
上
と
言
う
べ
き
か
、
天
照
大
神
よ
り
も
国
家
の
始
原
に
位
置
す
る
神
が
存
在
す
る
の
で
す
。
『
古
事
記』
を
見
る
と
、
天
照
大
神
よ
り
前
に
、
出
現
し
た
神
と
し
て
３
柱
の
神
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
神
の
名
は
、
天
御
中
主
神
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み
、
次
に
高
御
産
巣
日
神
た
か
み
む
す
ひ
の
か
み
、
次
に
神
産
巣
日
神
か
み
む
す
ひ
の
か
み
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
誰
が
そ
ん
な
名
前
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。一
方
、『
書
紀』
本
文
で
は
、
最
初
の
神
は
、
天
の
神
で
は
な
く
て
、
地
上
に
現
れ
た
国
常
立
尊
く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
神
世
七
代
が
続
き
ま
す
が
、
そ
の
名
前
は
神
で
は
な
く
て
尊
み
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
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天
皇
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
一
例
と
し
て
一
七
と
い
う
聖
数
を
取
り
上
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
関
係
線
を
創
っ
て
い
ま
す
。
神
武
崩
御
年
↓
(
一
七
年
の
倍
数
年)
↓
天
武
即
位
年
↓
(
一
七
年
の
倍
数
年)
↓
持
統
即
位
年
↓
(
一
七
年
の
倍
数
年)
↓
文
武
崩
御
年
(
元
明
即
位
年)
↓
(
一
七
年
の
倍
数
年)
↓
元
正
譲
位
年
(
聖
武
即
位
年)
聖
武
の
場
合
は
、
こ
の
一
七
年
の
聖
数
線
が
考
慮
さ
れ
て
の
即
位
で
し
ょ
う
。]
す
。
イ
ザ
ナ
ギ
の
尊
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
尊
と
い
う
よ
う
に
尊
の
呼
称
で
す
。
神
と
い
う
呼
称
よ
り
一
段
低
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、
天
と
神
と
の
名
前
で
飾
ら
れ
る
天
照
大
神
が
出
現
し
ま
す
。
『
書
紀』
は
、
そ
の
完
成
期
の
国
家
理
念
を
通
し
て
、
神
話
的
な
世
界
を
再
構
成
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
立
場
で
、
天
照
大
神
に
至
っ
て
、
天
と
神
と
を
名
前
に
つ
け
て
あ
げ
た
の
で
す
。
天
照
大
神
を
ど
う
し
て
も
、
際
立
て
て
最
高
神
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
(
後
述)
。
し
か
し
、『
書
紀』
も
、
一
書
(
第
四)
と
し
て
、『
古
事
記』
と
同
じ
３
柱
の
神
を
、
天
照
大
神
よ
り
前
の
創
造
神
と
し
て
存
在
さ
せ
て
い
ま
す
。『
書
紀』
本
文
は
、『
古
事
記』
時
代
ま
で
の
神
話
を
整
理
し
、
恐
ら
く
｢
天
武
書
紀｣
に
あ
っ
た
神
々
の
名
を
尊
名
に
変
え
て
、
一
書
と
し
て
載
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
天
照
大
神
よ
り
も
前
に
天
皇
家
の
始
源
の
神
々
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
。
外
宮
側
の
説
い
た
伊
勢
神
道
は
、
そ
う
し
た
始
原
神
の
中
で
も
、『
書
紀』
が
一
番
最
初
の
神
と
し
た
国
常
立
尊
を
、
ま
た
『
古
事
記』
が
最
初
の
神
と
し
た
天
御
中
主
神
を
、
外
宮
の
主
祭
神
と
主
張
し
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
『
古
事
記』
を
最
高
と
し
た
本
居
宣
長
は
、
そ
う
し
た
伊
勢
神
道
の
立
場
を
、
怒
り
を
も
っ
て
強
く
否
定
し
て
い
ま
す
(
４)
。
参
考
に
、
宣
長
の
見
解
を
書
き
ま
す
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
天
照
大
神
と
並
ぶ
最
高
の
神
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
宣
長
は
内
宮
の
主
祭
神
は
天
照
大
神
、
外
宮
は
、
最
初
は
ニ
ニ
ギ
の
命
で
あ
っ
た
が
、
丹
波
か
ら
豊
受
大
神
が
遷
っ
て
来
て
か
ら
は
、
豊
受
大
神
が
外
宮
の
主
祭
神
と
な
り
、
ニ
ニ
ギ
の
命
た
ち
は
傍
宮
と
な
っ
た
。
豊
受
大
神
は
本
来
、
天
上
で
、
天
照
大
神
が
祭
っ
て
い
た
食
物
の
神
で
あ
る
、
と
し
た
の
で
す
。
外
宮
の
主
祭
神
さ
て
、
わ
た
く
し
は
、｢
威
霊
再
生
の
関
係｣
を
用
い
て
外
宮
の
主
祭
神
を
指
定
し
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
先
に
、
外
宮
の
第
１
回
遷
宮
年
の
始
ま
り
が
崇
神
天
皇
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
｢
天
武
書
紀｣
の
段
階
の
も
の
で
し
た
。
『
書
紀』
が
、
古
代
史
を
、
さ
ら
に
上
古
代
に
構
築
し
て
い
っ
た
時
、
つ
ま
り
、
崇
神
天
皇
よ
り
前
に
、
神
武
天
皇
と
欠
史
八
代
を
創
り
だ
し
た
時
、
天
武
が
始
め
た
神
宮
の
創
祀
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
神
武
天
皇
が
即
位
し
て
か
ら
初
め
て
皇
祖
神
を
祭
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
我
が
皇
祖
の
霊
、
天
よ
り
降
り
み
て
、
朕わ
が
躬み
を
光てら
し
助
け
た
ま
へ
り
。
今
諸
も
ろ
も
ろ
の
虜
あ
た
ど
も
す
で
に
平む
け
て
、
海
内
あ
め
の
し
た
事
無
し
。
以
て
天
神
あ
ま
つ
か
み
を
郊ま
祀つ
り
て
、
用も
て
大
孝
お
や
に
し
た
が
ふ
こ
と
を
申
べ
た
ま
ふ
べ
し｣
と
の
た
ま
ふ
。
乃
す
な
は
ち
霊
畤
ま
つ
り
の
に
は
を
鳥
見
山
の
中
に
立
て
て
、
其そ
地こ
を
号なづ
け
て
、
上
小
野
の
榛
原
・
下
小
野
の
榛
原
と
曰
ふ
。
用も
て
皇
祖
天
神
を
祭
り
た
ま
ふ
。(
神
武
四
年
二
月
二
十
三
日
条)
皇
祖
の
霊
が
天
か
ら
助
力
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
敵
を
平
定
し
、
国
土
は
安
泰
に
な
っ
た
。
今
、
天
神
を
祭
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
そ
う
言
っ
て
、
斎
場
を
鳥
見
山
に
立
て
て
、
皇
祖
神
を
祭
っ
た
、
と
い
う
の
で
す
。
神
武
が
皇
祖
天
神
の
祭
祀
を
し
た
と
い
う
記
録
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
こ
こ
に
言
及
す
べ
き
二
つ
の
点
が
あ
り
ま
す
。
第
１
点
は
、
暦
(
時
間)
の
問
題
で
す
。
何
故
に
神
武
が
天
神
の
祭
り
を
し
た
の
が
神
武
四
年
(
前
６
５
７)
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
第
２
点
は
、
外
宮
の
主
祭
神
の
問
題
で
、
神
武
が
そ
の
時
、
祭
っ
た
の
は
何
と
い
う
天
神
(
皇
祖
霊)
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
す
。
第
１
点
、
時
間
の
問
題
前
６
５
７
年
、
神
武
が
な
ぜ
に
、
皇
祖
天
神
へ
の
祭
祀
を
、
こ
の
年
― ―( ) 12211
に
行
っ
た
と
記
録
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
勿
論
、
こ
の
年
の
よ
う
な
紀
元
前
７
世
紀
に
神
武
が
存
在
し
た
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
の
年
に
、
皇
祖
天
神
を
祭
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
こ
の
年
次
を
皇
祖
天
神
の
祭
儀
の
年
と
し
て
記
述
を
す
る
必
然
が
、
『
書
紀』
完
成
期
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
時
間
の
問
題
は
、
実
に
精
密
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
、
聖
数
を
用
い
て
検
討
を
加
え
ま
す
。
こ
の
前
６
５
７
年
か
ら
一
九
年
関
係
を
求
め
て
、
時
間
を
下
っ
て
く
る
と
、
次
の
よ
う
な
関
係
線
を
描
き
ま
す
。
神
武
の
皇
祖
天
神
祭
(
前
６
５
７
年)
←
６
２
７
年
間
(
一
九
年
の
33
倍
数)
崇
神
崩
御
年
(
前
30
年)
←
７
０
３
年
間
(
一
九
年
の
37
倍
数)
天
武
即
位
年
(
６
７
３
年)
←
19
年
間
(
一
九
年
の
倍
数)
外
宮
遷
宮
(
第
１
回
＝
６
９
２
年)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
武
の
皇
祖
霊
祭
祀
の
年
が
、
外
宮
の
遷
宮
の
源
流
年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
『
書
紀』
の
時
間
の
設
定
を
す
る
史
官
た
ち
は
、
内
宮
の
最
初
の
遷
宮
年
を
、
神
武
元
年
と
関
係
づ
け
る
と
同
時
に
、
や
は
り
外
宮
の
始
原
年
を
上
古
代
に
求
め
、
外
宮
の
第
１
回
遷
宮
年
を
一
九
年
ご
と
に
遡
っ
て
い
っ
て
、
一
九
年
の
71
倍
に
当
た
る
前
６
５
７
年
に
そ
の
記
録
を
留
め
た
の
で
す
。
第
２
点
、
祭
神
の
問
題
そ
れ
で
は
、
こ
の
前
６
５
７
年
の
祭
祀
の
対
象
に
な
っ
た
皇
祖
霊
こ
そ
が
、
外
宮
の
主
祭
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
す
で
に
理
解
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
外
宮
の
祭
神
は
、
ミ
ケ
ツ
神
と
さ
れ
て
い
る
神
で
は
な
く
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
｢
我
が
皇
祖
の
霊｣
で
あ
っ
た
の
で
す
。
さ
て
、
こ
の
時
祭
ら
れ
た
皇
祖
神
の
、
そ
の
名
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
通
な
ら
、
神
武
天
皇
と
一
対
と
な
っ
た
天
照
大
神
と
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
何
故
か
『
書
紀』
は
、｢
我
が
皇
祖
の
霊｣
、
｢
天
神｣
、
そ
し
て
｢
皇
祖
天
神｣
を
祭
る
と
書
い
て
い
て
、
そ
の
天
神
の
名
前
を
明
ら
か
に
記
し
て
い
ま
せ
ん
。｢
神
武
紀｣
に
は
、
天
照
大
神
の
名
前
は
多
く
出
て
来
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
皇
祖
神
の
祭
儀
の
場
面
で
は
、
天
照
大
神
の
名
前
は
ま
っ
た
く
出
て
き
ま
せ
ん
。｢
我
が
皇
祖
の
霊｣
、｢
天
神｣
、｢
皇
祖
天
神｣
と
表
現
を
変
え
て
書
い
て
、
天
照
大
神
と
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
こ
の
皇
祖
神
が
天
照
大
神
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
書
紀』
は
、
そ
の
神
の
名
前
を
明
ら
か
に
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。従
っ
て
、
こ
の
名
前
を
隠
さ
れ
た
皇
祖
天
神
は
ど
の
神
で
あ
っ
た
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
大
系
本
『
日
本
書
紀』
頭
注
は
、｢
こ
の
皇
祖
神
と
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
を
指
す
の
で
あ
ろ
う｣
と
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
｢
神
武
即
位
前
紀
の
戊
午
年
、
九
月
条
の
丹
生
川
上
で
、
天
神
の
命
に
よ
っ
て
天
神
地
祇
を
祭
っ
た
際
に
、
天
皇
が
顕
祭
う
つ
し
い
は
ひ
、
つ
ま
り
天
皇
自
ら
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
霊
を
身
に
憑
り
つ
か
せ
て
神
を
祭
る
、
と
い
う
行
為
を
行
っ
て
い
る
の
を
受
け
て
い
る｣
と
解
説
し
て
い
ま
す
。
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
見
解
に
関
し
て
は
学
問
的
に
も
異
議
の
出
て
い
な
い
所
で
す
。
神
武
が
、
神
武
四
年
(
前
６
５
７)
に
行
っ
た
皇
祖
天
神
祭
、
そ
の
時
に
祭
っ
た
神
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
こ
そ
外
宮
の
主
祭
神
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
古
代
史
を
、
崇
神
天
皇
よ
り
も
さ
ら
に
上
古
代
に
延
長
し
て
設
定
し
た
『
書
紀』
の
史
官
た
ち
は
、
聖
数
信
仰
に
基
づ
い
て
、
一
九
年
を
１
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単
位
と
し
て
時
間
を
遡
っ
て
、
そ
の
倍
数
年
に
当
た
る
前
６
５
７
年
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ミ
を
祭
る
年
を
設
定
し
た
の
で
す
。
た
だ
、
そ
の
時
に
祭
っ
た
皇
祖
神
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
は
明
示
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
元
明
時
代
以
降
は
、
内
宮
に
祭
っ
た
日
の
神
、
天
照
大
神
に
重
点
が
移
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
内
宮
の
天
照
大
神
と
神
武
天
皇
と
の
組
み
合
わ
せ
を
第
一
の
大
切
と
す
る
な
ら
、
外
宮
の
祭
祀
を
消
し
て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、『
書
紀』
に
記
録
し
な
い
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、『
書
紀』
が
、
こ
の
よ
う
に
外
宮
の
神
祭
り
を
皇
祖
天
神
の
祭
儀
と
し
て
消
さ
な
か
っ
た
の
は
、
天
武
発
信
の
神
祭
り
の
宗
教
的
な
力
が
、
『
書
紀』
完
成
時
代
に
は
既
に
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
神
祭
り
を
消
す
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
ま
ず
天
武
天
皇
に
よ
っ
て
最
初
に
神
宮
に
祭
ら
れ
た
神
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
は
全
く
遠
い
存
在
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
神
で
す
。
こ
の
神
は
ど
ん
な
神
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ノ
ミ
コ
ト
は
、『
書
紀』
で
は
高
皇
産
霊
尊
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
古
事
記』
で
は
、
高
御
産
巣
日
神
と
、
日
神
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
た
別
名
が
あ
っ
て
、
高
木
神
と
も
あ
り
ま
す
。｢
山
城
国
風
土
記｣
に
は
、｢
天
照
高
弥
牟
須
比
命
あ
ま
て
ら
す
た
か
み
む
す
ひ
の
み
こ
と｣
と
、｢
天
照｣
と
太
陽
神
と
し
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
、
天
孫
降
臨
の
場
面
で
は
、
天
孫
降
臨
の
命
令
を
下
す
と
い
う
大
役
を
果
た
す
神
で
す
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
、
出
雲
を
平
定
し
、
出
雲
国
に
国
譲
り
を
さ
せ
、
地
上
を
安
泰
に
し
て
か
ら
天
孫
を
降
臨
さ
せ
た
神
で
す
。
『
書
紀』
の
本
文
(｢
神
代
下
、
第
九
段｣)
を
引
用
し
て
お
き
ま
す
。
時
に
、
高
皇
産
霊
尊
、
真
床
追
衾
ま
と
こ
お
ふ
ふ
す
ま
を
以
て
、
皇
孫
天
津
彦
す
め
み
ま
の
あ
ま
つ
ひ
こ
彦
火
瓊
ひ
こ
ほ
の
に
瓊
杵
尊
に
き
の
み
こ
と
に
覆
ひ
て
、
降
り
ま
さ
し
む
。
つ
ま
り
、『
書
紀』
本
文
は
、
天
孫
降
臨
の
司
令
神
と
し
て
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
し
て
い
ま
す
。
天
照
大
神
と
し
て
い
る
の
は
一
書
で
す
。
｢
出
雲
国
造
神
賀
詞｣
に
も
、
高
天
原
た
か
ま
の
神
王
か
む
み
お
や
、
高
御
魂
た
か
み
む
す
ひ
の
命
の
、
皇
御
孫
す
め
み
ま
の
命
に
天
の
下
大
八
島
国
を
事こと
避よ
さ
し
ま
つ
り
し
時
に
…
…
。
と
あ
り
ま
す
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
皇
祖
と
な
っ
て
い
ま
す
。｢
出
雲
国
造
神
賀
詞｣
と
い
う
の
は
、
出
雲
の
国
造
が
、
代
替
わ
り
の
新
任
の
際
に
、
大
和
朝
廷
へ
の
服
属
の
誓
い
を
し
て
、
朝
廷
に
申
し
上
げ
る
祝
言
、
と
い
う
も
の
で
す
。
天
孫
降
臨
を
主
導
し
た
の
は
天
照
大
神
だ
と
、
一
般
的
に
は
誰
も
が
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
天
孫
降
臨
を
司
令
し
た
神
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
し
た
。｢
高
天
原｣
の
主
宰
神
、
つ
ま
り
皇
祖
神
は
こ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
し
た
。
｢
高
天
原｣
の
主
宰
神
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
に
変
化
し
た
の
で
す
。
上
田
正
昭
氏
は
｢
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
ほ
う
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
に
さ
き
だ
つ
皇
祖
神
で
あ
っ
た｣
と
、
説
明
し
て
い
ま
す
(
５)
。
岡
田
精
司
氏
も
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
｢
大
王
家
の
祖
神
の
位
置
に
あ
っ
た｣
と
し
て
い
ま
す
(
６)
。
大
系
本
『
日
本
書
紀』
を
見
ま
す
と
｢
葦
原
中
つ
国
に
将
軍
や
皇
孫
を
降
す
人
は
常
に
高
皇
産
霊
尊
で
あ
っ
て
天
照
大
神
で
は
な
い
。(
中
略)
ま
た
記
で
は
高
皇
産
霊
神
と
と
も
に
天
照
大
神
が
中
心
で
あ
る｣
と
書
い
て
い
ま
す
。
先
に
書
い
た
よ
う
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
『
古
事
記』
の
あ
る
箇
所
で
は
、
高
木
神
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
古
事
記』
あ
た
り
か
ら
、
精
確
に
い
え
ば
、『
古
事
記』
が
見
た
あ
る
資
料
で
は
、
天
照
大
神
の
位
置
が
高
ま
っ
て
き
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
、
日
の
神
の
地
位
か
ら
高
木
の
神
と
い
う
名
前
に
落
ち
て
い
た
の
で
す
。
天
に
二
つ
の
太
陽
は
あ
り
― ―( ) 12013
え
な
い
の
で
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
、
天
照
大
神
と
並
び
立
て
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
右
に
述
べ
て
来
た
点
を
、
溝
口
睦
子
氏
は
｢
天
皇
の
先
祖
で
あ
る
天
孫
に
、
地
上
世
界
(
日
本)
の
統
治
を
命
じ
て
天
降
ら
せ
た
の
は
誰
か
と
い
う
問
題
は
、
実
は
研
究
者
の
間
で
は
、
す
で
に
か
な
り
以
前
に
決
着
が
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
述
べ
た
｢
た
か
み
む
す
ひ｣
と
い
う
忘
れ
ら
れ
た
神
が
天
孫
に
天
降
り
を
命
じ
た
降
臨
神
話
本
来
の
司
令
神
(
主
神)
で
あ
っ
て
、｢
ア
マ
テ
ラ
ス｣
は
あ
と
か
ら
そ
の
地
位
に
つ
い
た
後
発
の
主
神
だ
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
。｣
(
７)
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
西
宮
一
民
氏
は
、『
古
事
記』
の
あ
る
段
落
で
の
説
明
で
、｢
こ
れ
ま
で
、
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
の
順
序
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
は
並
列
の
順
序
が
変
る
。
さ
ら
に
次
頁
で
は
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
と
変
る
。
最
初
、
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
の
順
序
で
あ
る
の
は
、
元
来
、
使
者
派
遣
の
司
令
者
が
高
御
産
巣
日
神
で
あ
っ
て
、
天
照
大
神
は
穀
霊
と
し
て
の
機
能
で
側
に
坐いま
し
た
た
め
で
あ
る｣
(
８)
。
と
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
天
照
大
神
と
い
う
新
旧
両
神
の
交
代
し
て
い
く
関
係
を
書
い
て
い
ま
す
。
天
照
大
神
が
穀
霊
と
し
て
側
に
い
た
と
い
う
点
は
説
明
が
残
り
ま
す
が
、
『
古
事
記』
の
記
述
の
中
で
、
天
上
の
主
祭
神
の
交
代
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
す
。
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生
｢
神
武
紀｣
(
即
位
前
紀)
に
、
昔
わ
が
天
神
、
高
皇
産
霊
尊
・
大
日

尊
お
ほ
ひ
る
め
の
み
こ
と
…
…
云
々
と
あ
り
ま
す
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
並
ん
で
、
オ
ホ
ヒ
ル
メ
と
あ
り
ま
す
。
オ
ホ
ヒ
ル
メ
の
名
前
は
、
折
口
信
夫
が
言
う
よ
う
に
、
ヒ
ル
(
太
陽)
と
メ
(
妻
・
女)
で
す
か
ら
、
太
陽
神
の
妻
を
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
日
の
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
、
こ
の
ヒ
ル
メ
と
一
対
の
日
の
神
夫
婦
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
ヒ
ル
メ
、
こ
の
太
陽
神
の
妻
こ
そ
、
天
照
大
神
の
前
身
で
し
ょ
う
。そ
う
言
え
ば
、
天
武
時
代
か
ら
持
統
時
代
ま
で
を
活
躍
し
た
柿
本
人
麻
呂
は
、
持
統
三
年
に
詠
ん
だ
長
歌
(
巻
一
、
１
６
７
＝
日
並
皇
子
挽
歌)
に
、
天
上
に
お
い
て
、
地
上
に
降
す
神
を
誰
に
す
る
か
相
談
が
あ
っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
天
孫
降
臨
を
指
示
す
る
司
令
神
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
ま
す
。
天
照
ら
す
日
女
之
命
(
一
云
指
し
上
る
日
女
之
命)
天
を
ば
知
ら
し
め
す
と
…
…
(
天
照
ら
す
日
女
之
命
ひ
る
め
の
み
こ
と
は
、(
一
云
指
し
上
る
日
女
之
命)
天
上
の
世
界
を
治
め
る
と
し
て
…
…)
こ
の
歌
で
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
女
神
で
、
後
に
天
照
大
神
に
統
合
さ
れ
て
い
く
ら
し
い
神
を
、
ヒ
ル
メ
の
命
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
歌
に
は
｢
天
照
ら
す｣
と
い
う
詞
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
日
(
ヒ
＝
太
陽)
の
枕
詞
で
す
。
天
照
大
神
と
い
う
よ
う
な
固
有
名
詞
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、｢
天
照
ら
す
日
女
之
命
は
、
天
照
大
神
と
大
日

尊
と
の
中
間
に
あ
る
神
名
表
記｣
(
９)
な
の
で
す
。
人
麻
呂
が
、
天
上
の
司
令
神
を
、
は
っ
き
り
と
固
有
名
詞
と
し
て
の
天
照
大
神
と
知
っ
て
い
た
ら
、
必
ず
天
照
大
神
と
詠
み
あ
げ
る
筈
で
す
。
人
麻
呂
の
歌
は
、
ヒ
ル
メ
か
ら
天
照
大
神
へ
移
っ
て
い
く
名
称
の
変
化
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
天
照
大
神
と
い
う
固
有
名
詞
は
、｢
指
し
上
る
日
女
之
命｣
(
人
麻
呂
歌
一
云)
↓
｢
天
照
ら
す
日
女
之
命｣
(
人
麻
呂
歌
＝
６
８
９
年
作)
と
い
う
順
序
を
経
て
、
人
麻
呂
よ
り
後
に
生
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。人
麻
呂
の
よ
う
な
宮
廷
歌
人
の
仕
事
は
、
歌
と
い
う
芸
事
に
携
わ
っ
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た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
歌
を
通
し
て
の
宮
廷
の
報
道
官
で
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
時
代
の
政
治
思
想
を
い
ち
早
く
先
取
り
し
て
、
官
人
た
ち
へ
の
教
育
・
宣
伝
を
す
る
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
人
麻
呂
は
、
当
時
の
政
治
思
想
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
た
こ
と
で
は
間
違
い
な
く
、
そ
こ
で
歌
を
創
っ
て
い
た
の
で
す
。
溝
口
氏
は
、
そ
の
両
神
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
天
照
大
神
の
主
役
交
代
を
、
時
間
的
な
面
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。｢
ア
マ
テ
ラ
ス
を
頂
点
と
し
て
最
高
神
と
す
る
神
々
の
世
界
が
、
古
代
の
日
本
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ま
な
お
人
々
の
間
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
八
世
紀
以
降
、
律
令
制
以
降
の
ア
マ
テ
ラ
ス
像
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
よ
う
な
神
々
の
世
界
は
、
七
世
紀
以
前
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
。
ヤ
マ
ト
王
権
時
代
に
天
の
至
上
神
と
し
て
神
々
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
の
は
、
前
章
で
み
た
よ
う
に
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
り
…
…｣
。
人
麻
呂
の
生
き
た
時
代
よ
り
後
に
、
天
照
大
神
と
い
う
名
の
絶
対
的
な
太
陽
神
で
あ
る
女
神
が
、
皇
祖
神
と
し
て
定
着
し
た
の
で
す
。
天
照
大
神
と
い
う
固
有
名
詞
を
持
っ
た
女
神
の
出
現
は
、『
古
事
記』
の
書
か
れ
た
頃
、
７
１
０
年
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
上
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
最
高
と
す
る
神
話
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
神
話
が
、
天
照
大
神
を
最
高
に
す
る
神
話
に
変
え
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
過
程
を
見
ま
し
た
。
祖
母
神
と
皇
孫
の
関
係
の
誕
生
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
最
高
神
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
か
ら
天
照
大
神
と
い
う
女
神
に
置
き
か
え
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ニ
ニ
ギ
の
尊
と
い
う
関
係
で
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
に
、
天
照
大
神
と
ニ
ニ
ギ
の
尊
と
い
う
、
祖
母
と
孫
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
現
実
が
歴
史
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
統
時
代
か
ら
『
書
紀』
完
成
期
の
元
明
・
元
正
時
代
の
時
代
認
識
が
反
映
し
て
い
る
の
で
す
。
天
武
崩
御
後
は
女
帝
の
時
代
で
あ
り
、
男
帝
待
望
の
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
ひ
と
つ
前
の
時
代
、
軽
皇
子
を
守
り
抜
い
て
、
文
武
天
皇
と
し
て
王
座
に
即
か
せ
た
文
武
の
祖
母
持
統
天
皇
の
印
象
は
強
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
持
統
は
、
ま
さ
に
皇
孫
を
守
り
抜
い
た
偉
大
な
る
祖
母
で
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、
再
び
現
実
と
し
て
、
孫
で
あ
る
首
皇
子
(
聖
武
天
皇)
を
帝
位
に
即
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
女
帝
元
明
が
い
る
の
で
す
。
こ
の
男
王
を
期
待
し
た
、
持
統
か
ら
元
明
・
元
正
へ
の
女
帝
時
代
の
現
実
が
、
歴
史
(
神
話)
に
反
映
し
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
は
現
実
の
お
手
本
と
も
よ
く
言
い
ま
す
。
過
去
は
鏡
で
す
が
、
そ
れ
は
歴
史
の
あ
る
時
代
の
こ
と
で
す
。
上
古
代
史
を
創
り
あ
げ
て
い
く
『
書
紀』
の
場
合
は
、
そ
の
反
対
で
す
。
現
実
の
姿
が
過
去
の
鏡
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
王
権
と
王
権
移
譲
の
あ
り
方
は
、
持
統
が
文
武
に
王
権
を
継
承
さ
せ
た
現
実
が
、
そ
し
て
ま
た
元
明
が
、
首
皇
太
子
に
と
、
願
望
、
祈
願
す
る
姿
が
神
話
の
世
界
に
反
映
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。史
書
構
成
の
実
質
指
揮
官
で
あ
っ
た
藤
原
不
比
等
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
彼
が
、
元
明
即
位
の
詔
に
持
ち
出
し
た
、
天
智
天
皇
の
不
改
常
典
は
、
皇
位
の
嫡
子
相
続
を
説
い
て
、
首
皇
子
の
皇
位
継
承
の
絶
対
化
を
謀
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
今
、
つ
ま
り
、
『
書
紀』
完
成
時
に
お
い
て
、
数
年
後
の
外
孫
首
皇
子
の
即
位
を
控
え
て
、
彼
は
、
王
権
の
橋
渡
し
の
典
型
を
求
め
て
、
神
話
の
世
界
と
い
う
絶
対
的
な
世
界
に
、
祖
母
天
照
大
神
と
皇
孫
ニ
ニ
ギ
の
尊
と
い
う
関
係
を
生
み
だ
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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話
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
神
話
が
新
し
い
歴
史
を
保
障
し
た
の
で
す
。
か
く
し
て
、
女
神
を
主
祭
神
と
す
る
神
の
宮
を
必
要
と
し
た
の
で
す
。
二
宮
の
陰
陽
の
関
係
天
上
の
司
令
神
は
、
代
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。７
世
紀
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
(
男
神)
７
世
紀
末
、
ヒ
ル
メ
(
太
陽
神
の
妻)
８
世
紀
前
半
、
天
照
大
神
(
祖
母
神)
神
宮
二
宮
の
本
来
の
祭
神
と
、
そ
の
祭
神
を
誕
生
さ
せ
た
発
想
点
を
纏
め
ま
す
と
、
〈
外
宮
〉
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
(
男
神)
崇
神
天
皇
天
武
天
皇
(｢
天
武
書
紀｣
で
の
発
想)
〈
内
宮
〉
天
照
大
神
(
女
神)
神
武
天
皇
持
統
天
皇
(｢
元
明
書
紀｣
で
の
発
想)
と
な
る
と
い
う
の
が
小
論
の
見
解
で
す
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
や
は
り
男
神
で
し
ょ
う
。
津
田
左
右
吉
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
性
別
に
つ
い
て
、
イ
ヅ
モ
平
定
や
天
孫
降
臨
の
物
語
の
行
動
か
ら
判
断
し
て
、｢
男
性
ら
し
く
考
え
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
女
性
で
は
な
い｣
と
書
い
て
い
ま
す
。｢
少
な
く
と
も
女
性
で
は
な
い｣
と
は
、
ひ
ど
く
遠
慮
ぶ
か
い
言
い
回
し
で
す
。
皇
孫
を
降
臨
さ
せ
た
の
は
、
女
神
の
天
照
大
神
と
い
う
の
が
、
常
識
と
い
う
よ
り
、
教
育
の
基
本
線
に
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
男
神
と
す
る
点
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
内
宮
は
女
神
、
外
宮
は
男
神
を
祭
神
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
築
の
様
式
か
ら
見
て
も
、
外
宮
の
建
て
方
は
男
神
の
宮
で
す
。
外
宮
の
社
殿
の
千
木
の
形
状
は
、
先
端
が
地
面
に
対
し
て
垂
直
に
切
っ
て
あ
り
ま
す
。
外
削
そ
と
そ
ぎ
と
い
い
ま
す
。
内
宮
の
方
は
、
先
端
が
地
面
に
水
平
に
切
っ
て
あ
り
ま
す
。
内
削
う
ち
そ
ぎ
と
い
い
ま
す
。
外
削
ぎ
と
内
削
ぎ
と
、
つ
ま
り
地
平
に
対
し
て
垂
直
に
立
っ
て
い
る
形
の
外
削
ぎ
は
男
性
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
内
削
ぎ
が
女
性
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
、
正
殿
の
屋
根
に
あ
る
丸
い
鰹
木
か
つ
を
ぎ
の
数
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
内
宮
が
10
本
、
外
宮
が
９
本
と
陰
陽
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
建
築
の
面
か
ら
見
て
も
、
内
宮
は
女
神
、
外
宮
は
男
神
と
い
う
外
装
を
見
せ
て
い
ま
す
。
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
初
か
ら
の
姿
と
し
て
の
神
宮
の
建
築
様
式
も
、
外
宮
の
主
祭
神
が
、
男
神
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
、
内
宮
を
重
視
す
る
立
場
で
、
内
宮
を
新
た
に
創
祀
す
る
時
に
、
外
宮
を
併
設
し
な
い
で
、
一
つ
の
神
宮
に
統
一
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
や
や
暴
言
気
味
な
こ
と
を
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。
不
比
等
の
政
治
力
な
ら
そ
れ
も
可
能
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
内
宮
は
女
神
、
外
宮
は
男
神
と
い
う
内
・
外
、
男
・
女
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
陰
陽
の
組
み
合
わ
せ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
神
宮
創
設
の
時
代
に
、
陰
陽
思
想
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
社
会
思
想
と
し
て
も
政
治
的
指
針
と
し
て
も
｢
陰
陽
相
補
っ
て
中
庸
な
る｣
と
い
う
思
想
が
あ
り
ま
し
た
。
陰
陽
が
揃
わ
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
い
と
い
う
の
で
す
。
『
書
紀』
と
同
じ
時
代
の
編
纂
物
で
あ
る
｢
初
期
万
葉｣
も
巻
一
の
巻
頭
歌
は
、
雄
略
天
皇
歌
で
あ
り
、
巻
二
の
そ
れ
は
、
磐
媛
皇
后
の
歌
で
す
。
こ
れ
も
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
構
成
の
よ
う
で
す
。
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右
の
点
か
ら
、
二
宮
の
併
設
の
説
明
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
外
宮
の
創
設
が
早
く
、
内
宮
は
少
し
遅
れ
て
い
ま
す
。
外
宮
の
第
１
回
遷
宮
が
６
９
２
年
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
内
宮
は
、
持
統
即
位
年
に
、
そ
の
遷
宮
年
を
置
い
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の
年
は
祖
母
神
の
創
設
の
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
質
の
遷
宮
祭
祀
の
年
で
は
な
く
、
実
質
の
遷
宮
は
、
６
９
０
年
よ
り
遅
れ
て
、
そ
の
一
九
年
後
の
元
明
時
代
の
７
０
９
年
か
ら
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
従
っ
て
、
最
初
か
ら
、
陰
陽
思
想
に
よ
っ
て
、
二
宮
の
併
設
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
宗
教
力
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。『
書
紀』
に
も
、
神
の
祟
り
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
神
の
世
界
は
恐
ろ
し
い
世
界
な
の
で
す
。
そ
の
世
界
に
人
は
た
だ
ひ
れ
伏
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。
況
や
神
の
社
を
無
視
、
破
壊
な
ど
と
は
と
て
も
出
来
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
と
、
神
へ
の
畏
怖
と
い
う
二
つ
が
、
内
外
の
二
つ
の
宮
の
併
設
を
許
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
(
続
く)
注
(
１)
江
口
洌
『｢
日
本
書
紀｣
紀
年
の
研
究』
(
２)
元
正
天
皇
の
時
に
『
書
紀』
は
完
成
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
降
に
、
聖
武
に
関
す
る
箇
所
、
例
え
ば
｢
継
体
紀｣
の
中
の
｢
百
済
本
記｣
に
拠
る
改
定
な
ど
を
加
え
た
時
点
が
あ
り
ま
す
、
つ
ま
り
元
正
天
皇
の
時
期
に
、『
書
紀』
へ
の
さ
ら
な
る
加
筆
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
継
体
紀
の
改
変
に
つ
い
て
は
、『｢
日
本
書
紀｣
紀
年
の
研
究』
第
二
部
、
第
４
章
参
照
の
こ
と
(
３)
最
終
的
な
紀
年
構
成
を
な
し
た
時
点
は
、
元
正
天
皇
の
時
で
す
。
元
正
の
諡
号
を
考
え
る
と
、
紀
元
を
正
し
た
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、
こ
の
時
に
、
わ
が
国
の
紀
元
を
前
６
６
０
年
に
決
定
し
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
尚
、『
書
紀』
は
、
東
征
の
甲
寅
年
(
前
６
６
７)
に
、｢
是
年
、
太
歳
甲
寅｣
と
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
年
を
神
武
元
年
と
し
て
前
の
記
録
(｢
元
明
書
紀｣)
を
残
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
(
４)
本
居
宣
長
｢
伊
勢
二
宮
さ
き
竹
の
辨｣
『
本
居
宣
長
全
集
第
八
巻』
筑
摩
書
房
昭
和
四
十
七
年
(
５)
『
日
本
神
話』
岩
波
新
書
、
昭
和
四
十
五
年
(
６)
｢
記
紀
神
話
の
歴
史
的
背
景｣
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話』
昭
和
四
十
五
年
(
７)
『
ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生』
岩
波
新
書
(
８)
新
潮
社
『
古
事
記』
の
頭
注
(
９)
寺
川
真
知
夫
｢
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
・
伊
勢
神
宮｣
『
古
事
記
神
話
の
研
究』
塙
書
房
２
０
０
９
年
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[
抄
録]
小
論
は
、｢
神
宮
の
本
姿｣
の
第
三
章
で
す
。
第
一
章
で
は
、
式
年
遷
宮
は
、
本
来
、
満
一
九
年
ご
と
の
祭
儀
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
章
で
は
、
古
来
、
遷
宮
の
式
月
式
日
は
、
外
宮
が
９
月
16
日
、
内
宮
が
９
月
17
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
９
月
16
日
は
、
崇
神
天
皇
の
｢
は
つ
く
に
し
ら
す
す
め
ら
み
こ
と｣
と
呼
ば
れ
た
、
と
さ
れ
た
日
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
。
外
宮
の
祭
神
は
、
崇
神
天
皇
と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
『
書
紀』
成
長
史
の
最
初
の
段
階
｢
天
武
書
紀｣
で
の
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
論
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
に
続
く
外
宮
先
祭
と
い
う
祭
祀
の
日
取
り
と
関
わ
っ
て
い
る
点
に
も
触
れ
ま
し
た
。
第
三
章
で
は
、
二
宮
の
主
祭
神
、
特
に
、
外
宮
の
主
祭
神
を
論
じ
ま
し
た
。｢
神
武
紀｣
四
年
条
の
神
武
の
天
神
へ
の
祭
祀
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
祭
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
聖
数
関
係
で
確
認
し
て
、
外
宮
の
本
来
の
主
祭
神
は
タ
カ
ヒ
ム
ス
ヒ
の
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
す
。
外
宮
は
、
天
武
天
皇
の
発
案
で
成
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
｢
天
武
書
紀｣
に
基
づ
い
て
、
初
代
天
皇
と
称
さ
れ
た
崇
神
天
皇
と
皇
祖
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
を
主
祭
神
と
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
｢
元
明
書
紀｣
か
ら
現
『
書
紀』
へ
と
史
書
が
成
長
す
る
間
に
、
現
実
の
女
帝
時
代
を
反
映
し
て
、
皇
祖
の
神
武
天
皇
と
共
に
女
神
天
照
大
神
を
誕
生
さ
せ
、
そ
れ
を
新
た
な
神
宮
(
内
宮)
の
主
祭
神
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
九
年
と
い
う
聖
数
で
計
算
さ
れ
て
、
外
宮
は
、
天
武
即
位
年
を
起
点
と
し
て
計
算
さ
れ
、
内
宮
は
、
持
統
即
位
年
を
起
点
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
ま
し
た
。
加
え
て
、
二
宮
の
建
築
様
式
に
お
い
て
内
宮
が
女
神
を
、
外
宮
が
男
神
を
祭
神
と
し
て
い
る
点
に
言
及
し
ま
し
た
。
神
宮
両
宮
の
本
来
の
祭
神
(
天
上
の
皇
祖
と
地
上
の
皇
祖)
と
、
そ
の
祭
祀
執
行
者
、
そ
の
時
代
と
の
間
を
結
び
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
〈
外
宮
〉
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
(
男
神)
崇
神
天
皇
天
武
天
皇
(｢
天
武
書
紀｣
で
の
発
想)
７
世
紀
後
半)
〈
内
宮
〉
天
照
大
神
(
女
神)
神
武
天
皇
持
統
天
皇
(｢
元
明
書
紀｣
で
の
発
想)
８
世
紀
初
頭)
神
宮
に
は
ど
う
し
て
二
宮
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古
代
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
価
値
観
が
あ
っ
た
の
で
す
。
陰
陽
思
想
で
す
。
神
宮
創
設
の
時
代
に
、
大
陸
の
陰
陽
思
想
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。
社
会
思
想
と
し
て
も
政
治
的
指
針
と
し
て
も
｢
陰
陽
相
補
っ
て
中
庸
な
る｣
と
い
う
思
想
が
あ
り
ま
し
た
。
陰
陽
が
揃
わ
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
い
と
い
う
の
で
す
。
